
（資料-１８　①）
第２部会での意見を踏まえた〔案〕の修正について

第２章　市民自治が育む自立のまちづくり

第１節　多様なコミュニティ活動の充実による住みよいまちづくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

1 5
動向と課題
４

「広域施設」の活用はよいが、アクセ
スの問題がある。

修正する。
（７行目の部分、「今後は、施設への
交通の利便性等も考慮し、」）

2 5～6

動向と課題
４
計画
２（１）

「動向と課題」の４で、「施設への交
通の利便性等も考慮し」とあるが、こ
れを受けた記載が「計画」の中にな
い。

3 5～6

動向と課題
４
計画
２（１）

「広域施設」への交通の利便性とア
クセシビリティを、「動向と課題」と「計
画」で書いた方がいい。

4 6
計画
２（１）

施設の有効利用について、「柔軟性
のある運営」を入れてほしい。

修正する。
（６行目の部分、「また、施設の効果
的な利用に向けて運営の工夫を図
るとともに、」）

第２節　情報の共有化を進めるまちづくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

5 7
動向と課題
３

この６行の文章は、改めて述べる必
要があるのか疑問である。

修正する。
（１行目の部分、「情報の共有化にあ
たり、個人情報の適正な取扱いが強
く求められています。情報の提供者
として、また、情報の管理者として行
政の果たすべき役割がますます大き
くなる中で、市民、事業者とともに個
人情報の保護を推進しなければなり
ません。」）

6 7
計画
２

ＩＴが普及していないところを救うため
に、そこに力を入れるとすれば、よい
形になると思う。

7 7
計画
２

電子ツールを使い、市民同士の情報
の交流を促進するようなことに書い
てもよいかもしれない。

8 7～8 計画
５

個人情報保護法ができたので、「個
人情報保護の推進を図ります。」とい
うしめ方では不十分ではないか。

修正する。
（１行目の部分、「行政が保有する個
人情報の適正な取扱いや自己情報
の開示、訂正等の権利保障を徹底
するとともに、市民や事業者にも個
人情報の適切な取扱いを広めてい
きます。」）

修正する。
（１行目の部分、「情報通信機器の利
用による格差をなくし、広く市民が活
用できるよう、情報通信ネットワーク
の基盤整備を進め、市民、事業者、
行政の共有財産である行政情報や
地域情報の共有化を進めます。」）

修正する。
（計画　２（１）　の２行目の部分「・・・
広域施設が必要とされる地域では、
交通の利便性等を考慮しつつ、施設
整備を進めます。」）
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第３節　市民参画によるまちづくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

9 9
計画
２

相談業務の人材についてどのように
考えているのかが重要な問題では
ないか。

特に修正しない。
（意見を踏まえ、「相談業務の充実」
に向けた具体の施策の中で実施し
ていく。）

10 9 節全体

市民参加に関する議論が必要であ
り、今後も継続していくという内容を
どこかに書いてもよいのではない
か。

修正する。
（動向と課題　２　の５行目の部分、
「・・・となってきています。今後も、参
画と協働のあり方について、市民と
共に議論を深め、実践していく必要
があります。」）
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第５章　環境を守り育てるまちづくり

第１節　環境負荷の少ない住みよいまちづくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

11 43 計画
１（２）

自動車公害防止対策について、もっ
と積極的な姿勢を言葉の上でも表す
必要がある。

修正する。
（１行目の部分、「自動車交通量の抑
制、ディーゼル排ガスの規制強化等
の発生源対策や、道路構造の改良
等の沿道環境改善について、国や
関係機関に働きかけるとともに、ノー
マイカーデー運動、アイドリング・ス
トップ運動等の啓発事業や、天然ガ
ス自動車等の低公害車の普及促進
など、市として取り組むことができる
自動車公害防止に係る施策を積極
的に推進します。」）

12 43 計画
１（２）

「ディーゼル排ガスの規制強化」は
「排ガスの規制強化」、「天然ガス自
動車等の低公害車の普及促進」は
「低公害車の普及促進」とした方が
いいのではないか。

修正する。
（１行目の部分、「自動車交通量の抑
制、排ガスの規制強化等の発生源
対策・・・」、５行目の部分、「・・・啓発
事業や、低公害車の普及促進な
ど、・・・」）

13 44 計画
１（５）

「公害健康被害者の救済」とあるが、
「救済」という表現でいいのかどう
か。もう少し「市民の健康と財産を守
る」というようなことをどこかに表現で
きないか。

修正する。
（基本方向　１　の１行目の部分、
「未然に防止し、市民の健康を守る
ため、」）

14 44 計画
２（１）

後段の３行は、わかりにくいので、具
体的に表現した方がいいのではない
か。

修正する。
（４行目の部分、「また、生活排水等
による水質汚濁を防止し、良好な水
環境を保全するため、市民や事業者
とともに、水環境をよくする取組を推
進します。）

15 44 計画
２（１）

防止に努める市民としての意識づく
りを啓発することを、第１節の最後に
（６）として数行加えてほしい。

特に修正しない。
（ここでは、生活型公害の防止に向
けた啓発について限定して記述して
いるものであり、環境全般について
は「第３節」の「計画」の「４　環境学
習・環境教育の推進」でまとめた記
述をしている。）
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第２節　自然と共生するまちづくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

16 45 計画
１（２）

「開発事業に際し、事業地内の緑の
確保が図られるよう」とあるが、緑の
増加に取り組まないといけない。

修正する。
（５行目の部分、「事業地内の豊かな
緑の確保が図られるよう」）

17 45 計画
１（３）

人間がベンチに座って自然を眺める
のではなくて、人間以外の生き物が
できるだけ多く生息するということが
環境保護、自然環境のテーマになり
つつあるのではないか。

18 45 計画
１（３）

ネットワ－クの見方にしても、動物や
昆虫が移動できるなど、そういうこと
を強調した一文が入っているか入っ
ていないかで、まちづくりが違ってく
る。

19 45 計画
１（３）

害虫と益虫あるいは害鳥と益鳥の関
係だが、それはまさに自然と動物と
昆虫と人間がどういう関係を結ぶか
ということで変わってくる。

修正する。
（１行目の部分、「多様な生き物の生
息空間を確保することができるよう、
緑のネットワークルートを活用しなが
ら、身近な公園や緑地を中心として、
河川やため池等の貴重な自然をつ
なぎ合わせます。その中で、地域の
特性に・・・」）

4



第６章　安全で魅力的なまちづくり

第１節　安全なまちづくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

20 50 計画
１

「動向と課題」の４での記載を受け
て、多様化する災害について、「計
画」の１に盛り込むべきである。

修正する。
（計画　１（４）　の２行目の部分、
「・・・見直し、地震や風水害、危険物
質による特殊災害等の災害発生時
に・・・」）

21 49～52 節全体

市民意見のＮｏ.３６にある傾斜地の
擁壁などの耐震性について、どこか
に盛り込むべきである。

修正する。
（動向と課題　１　４行目の部分、「進
む中で、丘陵部と低地部からなる地
勢を持つ本市でも・・・」）

第２節　暮らしや都市活動を支える基盤づくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

22 55 計画
２（２）

「利用マナーの向上、啓発」というこ
とを盛り込んでほしい。

修正する。
（２行目の部分、「･･･維持管理に努
めるとともに、利用マナーの向上に
ついて啓発に取り組みます。」）

23 55 計画
２

「第５章」と「第６章」とで、「花と緑、
水をめぐるネットワーク」と「公園整
備」がどういう関係にあるのかがわ
かるように書いてほしい。

特に修正しない。
（「第５章」の「花と緑、水をめぐるネッ
トワーク」は、自然や生き物ということ
を中心に視点を置いて記述してお
り、「第６章」の「緑豊かな安心して遊
べる公園整備」は、都市施設である
公園の整備ということを中心に視点
を置いて記述している。）

24 55 計画
２（３）

「市民との協働による公園管理」の
内容がわかるように書いてほしい。

修正する。
（１行目の部分、「身近な公園の管理
を市民との協働により行うため、コ
ミュニティづくりと活動の支援に努
め、地域に愛される・・・」）

25 55 計画
３（１）

「ユニバーサルデザインの視点でバ
リアフリー化の整備を進める」とある
が、「バリアフリーを含むユニバーサ
ルデザインを推進する」という方が適
切ではないか。

修正する。
（２行目の部分、「バリアフリーを含む
ユニバーサルデザインを推進すると
ともに、」）

26 56 計画
３（５）

自転車に関する交通安全教育につ
いて記述を入れた方がいいのではな
いか。

特に修正しない。
（意見を踏まえ、具体の施策の中で
実施していく。）

27 56 計画
４（１）

「計画」の５の「（１）　都市計画道路
の整備」では、「広域的な道路ネット
ワークの形成」とあるが、自転車に
関してネットワークを整備するという
考え方はないだろうか。

修正する。
（１行目の部分、「・・・を進めるととも
に、ネットワーク化についても検討し
ます。また、駅周辺での・・・」）

28 56 計画
４（１）

「ネットワーク化についても検討しま
す。」とあるが、何のネットワーク化な
のかわかりにくい。

修正する。
（１行目の部分、「歩道の整備を進め
るとともに、自転車歩行車道の整備
やネットワーク化についても検討しま
す。また、駅周辺での・・・」）

29 56 計画
４（２）

「交通需要マネジメント施策」のほか
にも新たな交通施策が考えられるの
ではないか。

修正する。
（１行目の部分、「交通需要マネジメ
ント施策など新たな交通施策の実施
や・・・」）
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30 56 計画
４（２）

「環境や交通弱者に配慮した移動手
段」とあるが、意味することがわかり
にくい。環境に配慮するのは、交通
の不便な地域においてだけではない
と思う。

修正する。
（５行目の部分、「また、交通の不便
な地域においては、地域住民の意見
を聴きつつ、交通利便性の向上に資
する移動手段について検討しま
す。」）

31 56 計画
６（１）

自己水源を恒久的に確保するという
ことを踏み込んで書いた方が安心・
安全なまちづくりになるのではない
かと思う。

修正する。
（１行目の部分、「自己水源の確保と
有効利用」）

32 57 計画
７（３）、（５）

「計画」の７の（３）と（５）は、内容を整
理して書いてほしい。治水の部分、
雨水貯留の部分、雨水浸透の部分
と３つあると思うがわかりにくい。

修正する。
（計画　７（５）を削除し、計画　７（３）
３行目の部分、「雨水の流出を抑制
する貯留施設や雨水浸透施設の設
置を促進し、・・・」）

33 57 計画
７（５）

「良好な水環境の形成」は「計画」の
８になってもいいくらいで、その中で、
ヒートアイランド対策や総合的な雨
水対策の推進とかが入ってくると思
う。

34 57 計画
７（５）

総合的な水環境は、第５章第３節で
も触れるべき問題ではないか。

35 53～57 節全体
総合交通体系、ＴＤＭ（交通需要マネ
ジメント）について盛り込むべきであ
る。

修正する。
（体系と計画　４（２）　タイトルの部
分、「総合交通体系の確立」」）

第３節　良好な住宅・住環境づくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

36 59 計画
１（４）

「老朽化した分譲マンションの建替え
を円滑に促進するため」とあるが、建
替えに限らず実施しているのであれ
ば、維持管理を入れてはどうか。

修正する。
（１行目の部分、「分譲マンションの
適正な維持管理や円滑な建替えを
促進するため、」）

第４節　景観に配慮したまちづくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

37 61 動向と課題
１

「「景観法」を制定されました」は、
「「景観法」が制定されました」と言う
べきである。

修正する。
（５行目の部分、「「景観法」が制定さ
れました。」）

修正する。
（第５章　第１節　基本方向　２　６行
目の部分、「また、ヒートアイランド現
象を緩和するため、市民、事業者、
行政が連携した総合的な対策を推
進します。」、同章　同節　計画　２
（４）　３行目の部分、「省エネルギー
や緑化の推進、雨水浸透施設の設
置の促進など・・・」）
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第７章　活力あふれにぎわいのあるまちづくり

第１節　地域の特性を生かした産業の振興

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

38 63～64

動向と課題
３、４
基本方向
２

千里ニュータウンの近隣センターの
問題を書き込む必要がある。

修正する。
（動向と課題　３　１５行目の部分、
「・・・となっています。また、千里
ニュータウンでは、ライフスタイルの
変化や高齢化の進行の下で、全体
的に身近な近隣商業施設が機能低
下の傾向にありますが、各種の施設
が設置された役割を再評価しなが
ら、今後、コミュニティ施設など幅広
い世代のニーズにあった施設の設置
を図るなど、新しい役割を持たせな
がら、近隣商業施設の活性化に向け
て取り組んでいくことが求められてい
ます。」、動向と課題　４　１１行目の
部分、「・・・利便性と地域コミュニティ
を支える・・・」、基本方向　２　１行目
の部分、「地域の特性を踏まえ、まち
づくりの新たな視点で市民生活の利
便性を高め、・・・」）

39 63～64

動向と課題
４
基本方向
２

市民や地域の商店の方と一緒になり
「まちおこし」を行うという発想がなけ
れがいけないのではないか。

修正する。
（動向と課題　４　１６行目の部分、
「・・・充実するなど、まちづくりの新た
な視点で、その活性化を・・・」、基本
方向　２　１行目の部分、「地域の特
性を踏まえ、まちづくりの新たな視点
で市民生活の利便性を高め、・・・」）

第２節　就労を支援する環境づくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

40 67～68 節全体

団塊世代の問題、吹田在住の学生
の問題の２つの方面で新しい提案が
出てくればよいかと思う。

修正する。
（動向と課題　２　の２行目の部分、
「・・・を示しています。派遣労働者や
契約社員の増加など雇用形態が多
様化し、労働環境が複雑化していま
す。また、フリーターやニートと呼ば
れる若者が増えており、若者の就労
支援に向けた施策が求められます。
一方、団塊の世代と呼ばれる層が退
職期を迎える中で、高齢者が就労を
通して、いきいきと暮らせるように、
雇用促進に向けた施策が必要となっ
ています。」、基本方向　１　３行目の
部分、「・・・図りながら、勤労意欲の
醸成や職業能力の向上など雇用・就
労の・・・）

第３節　消費生活を支える環境づくり

ページ 該当部分 第２部会での意見 修正案

41 69～70 節全体
千里ニュータウンで消費生活を支え
る環境が損なわれようとしていること
を書くべきである。

特に修正しない。
（第１節で修正することにより対応。）
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